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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善が見られ、景気は緩やかな

回復基調が続いているものの、個人消費については、消費者マインドの持ち直しに勢いが見られず、中国経済をは

じめとするアジア新興国等の海外景気の下振れや原油価格の下落による影響も懸念材料となり、依然として先行き

は不透明な状況で推移いたしました。

 当社グループの主要な事業にあたる輸送業界では、貨物輸送量の減少基調が続く中、人手不足を背景とした外注

費の上昇やドライバー不足などの課題も経営圧迫要因となってまいりました。

 このような状況のもと、当社グループは、２年目となる中期経営計画「“ＪＵＭＰ ＵＰ 70” ～未来への変革

～」の達成に向け、各施策を着実に実行するとともに、更なるＣＳの向上、コア事業の推進、費用コントロール等

に取り組むことで、当社の企業価値向上に向けて一丸となって邁進してまいりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,150億８百万円（前年同期比2.2%増）、営業利益は202億45百

万円（前年同期比28.1%増）、経常利益は218億38百万円（前年同期比25.2%増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は136億68百万円（前年同期比29.7%増）となりました。

 

セグメント業績は、次のとおりであります。

 

①輸送事業

 輸送事業におきましては、中期経営計画のもと、輸送ネットワークの安定、ロジスティクス事業の拡大、国際化

への対応などの主要施策を着実に実施することで収入の拡大と利益の確保に努めてまいりました。

 輸送事業グループの中核会社にあたる西濃運輸株式会社では、貨物輸送量の増加による増収が見込めない中、新

規顧客の獲得やロジスティクス事業の拡大を図りながら適正運賃・料金収受、燃料サーチャージ収受の積極的な交

渉を推進し、営業戦力・費用の適正管理にも取り組むことで、収入・利益の確保に努めてまいりました。また、輸

送の良循環による品質精度の更なる向上に努めることで、お客様の信頼を得てまいりました。

 この結果、売上高は3,118億36百万円（前年同期比3.9%増）となり、営業利益は146億32百万円（前年同期比

40.2%増）となりました。

 

②自動車販売事業

 自動車販売事業中、乗用車販売におきましては、受注が一部の人気車種に集中する一方、量販車種の販売が伸び

悩み、新車販売台数は前年同期実績を下回る結果となりました。一方、中古車販売は、下取り台数不足により卸売

台数は減少したものの、キャンペーンや商談会等の開催により小売台数が増加し、収益を確保することができまし

た。

 トラック販売におきましては、新車・中古車ともに、建設系需要に減退傾向がみられるものの、カーゴ用の引き

続き底堅い需要により販売台数は前年同期実績を上回りました。また、車検・点検をはじめとする整備需要の取込

みと中古部品販売にも注力いたしました。

 この結果、売上高は689億39百万円（前年同期比0.6%減）となり、営業利益は39億31百万円（前年同期比2.7%

減）となりました。

 

③物品販売事業

 物品販売事業におきましては、燃料や紙・紙製品に代表される物品の販売を行っております。燃料販売における

販売単価の下落の影響もあって、売上高は215億97百万円（前年同期比15.4%減）となり、営業利益は６億９百万円

（前年同期比11.5%増）となりました。

 

④不動産賃貸事業

 不動産賃貸事業におきましては、主に都市開発の影響や狭隘化などの理由で代替化措置が図られたトラックター

ミナル跡地や店舗跡地などを賃貸に供することで経営資源の有効活用に努めております。売上高は11億１百万円

（前年同期比4.8%増）となり、営業利益は９億44百万円（前年同期比4.5%増）となりました。

 

⑤その他

 その他におきましては、情報関連事業、住宅販売業、建築工事請負業、タクシー業および労働者派遣業などを行

っております。また、企業向け金融サービスも提供しております。売上高は115億33百万円（前年同期比14.0%増）

となり、営業利益は６億94百万円（前年同期比46.6%増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、5,718億９百万円と前連結会計年度末に比べ232億84百万円の増加とな

りました。のれんが増加したことなどが主な要因であります。負債については、1,981億58百万円と前連結会計年

度末に比べ129億48百万円の増加となりました。長期借入金が増加したことなどが主な要因であります。また、純

資産については3,736億50百万円と前連結会計年度末に比べ103億36百万円の増加となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 わが国経済の今後を見通しますと、緩やかな回復基調が続くものと思われます。しかし、米国の金融政策の正常

化が進む中、中国をはじめとするアジア新興国等の海外景気の下振れや原油価格の下落によるわが国への影響が懸

念されるなど、依然として先行きに不透明感が残されております。

 当社グループの事業の中心を占める輸送業界におきましては、燃料費の値下がりはあるものの、公共投資や鉱工

業生産に弱さが見られるなど貨物輸送量の増加は見込めず、引き続き予断を許さない経営環境が続くものと予測さ

れます。

 このような状況の中、輸送事業におきましては、変化する市場環境へ適応するため新たなビジネスモデルに取り

組むとともに、更なる経営効率の向上を図り、一層の利益確保に努めてまいります。

 自動車販売事業におきましては、顧客のニーズを的確に捉え、新車の拡販にとどまらず、中古車販売や車検・整

備入庫などにも一層注力してまいります。

 なお、連結業績予想につきましては、平成27年11月10日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変

更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結会計期間において、株式会社ＫＳＫホールディングスの株式を新たに取得したことにより、連結

の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 当第３四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し

ております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ136百万円減少し、税金等調整前四半

期純利益は5,608百万円減少しております。また、当第３四半期連結会計期間末ののれんは100百万円減少し、資本

剰余金は5,508百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 75,652 69,529 

受取手形 8,004 8,563 

営業未収金及び売掛金 97,253 102,241 

有価証券 16,345 16,000 

たな卸資産 9,965 11,355 

繰延税金資産 4,950 2,785 

その他 9,378 5,865 

貸倒引当金 △211 △198 

流動資産合計 221,337 216,143 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 81,104 79,587 

機械装置及び運搬具（純額） 16,812 17,876 

工具、器具及び備品（純額） 1,466 1,674 

土地 169,156 171,379 

建設仮勘定 5,812 11,089 

その他（純額） 682 3,772 

有形固定資産合計 275,033 285,379 

無形固定資産    

のれん 5 16,082 

その他 4,150 3,963 

無形固定資産合計 4,155 20,046 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,753 35,362 

長期貸付金 119 254 

退職給付に係る資産 4,385 4,183 

繰延税金資産 5,761 5,978 

その他 4,334 4,913 

貸倒引当金 △356 △453 

投資その他の資産合計 47,998 50,239 

固定資産合計 327,187 355,665 

資産合計 548,524 571,809 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 4,254 3,635 

営業未払金及び買掛金 39,826 41,240 

短期借入金 2,551 3,868 

未払金 12,863 12,778 

未払費用 13,624 9,569 

未払法人税等 3,299 1,563 

未払消費税等 9,086 6,317 

その他 16,322 19,922 

流動負債合計 101,829 98,896 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 10,035 10,027 

長期借入金 54 11,323 

繰延税金負債 4,363 4,232 

役員退職慰労引当金 1,542 1,589 

退職給付に係る負債 64,453 66,159 

資産除去債務 2,548 2,569 

その他 383 3,359 

固定負債合計 83,381 99,262 

負債合計 185,210 198,158 

純資産の部    

株主資本    

資本金 42,481 42,481 

資本剰余金 74,260 80,584 

利益剰余金 235,133 242,437 

自己株式 △8,703 △9,666 

株主資本合計 343,172 355,837 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 11,948 12,959 

土地再評価差額金 △130 △130 

為替換算調整勘定 △102 △253 

退職給付に係る調整累計額 △1,143 △1,014 

その他の包括利益累計額合計 10,572 11,561 

非支配株主持分 9,568 6,251 

純資産合計 363,314 373,650 

負債純資産合計 548,524 571,809 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 406,117 415,008 

売上原価 365,763 367,969 

売上総利益 40,353 47,038 

販売費及び一般管理費 24,551 26,793 

営業利益 15,802 20,245 

営業外収益    

受取利息 53 41 

受取配当金 516 575 

負ののれん償却額 2 － 

持分法による投資利益 244 420 

その他 867 840 

営業外収益合計 1,684 1,878 

営業外費用    

支払利息 15 136 

シンジケートローン手数料 － 121 

為替差損 9 3 

その他 13 24 

営業外費用合計 38 285 

経常利益 17,447 21,838 

特別利益    

固定資産売却益 262 305 

投資有価証券売却益 1 1 

その他 － 3 

特別利益合計 263 309 

特別損失    

固定資産処分損 356 126 

投資有価証券評価損 2 － 

減損損失 65 298 

商号変更関連費用 250 － 

その他 11 90 

特別損失合計 687 516 

税金等調整前四半期純利益 17,024 21,631 

法人税、住民税及び事業税 4,511 6,508 

法人税等調整額 1,634 1,458 

法人税等合計 6,145 7,967 

四半期純利益 10,878 13,663 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
342 △4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,535 13,668 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 10,878 13,663 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,753 1,019 

為替換算調整勘定 33 △164 

退職給付に係る調整額 97 132 

持分法適用会社に対する持分相当額 11 △12 

その他の包括利益合計 1,896 974 

四半期包括利益 12,774 14,638 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 12,443 14,657 

非支配株主に係る四半期包括利益 331 △18 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 17,024 21,631 

減価償却費 10,910 11,703 

減損損失 65 298 

負ののれん償却額 △2 － 

のれん償却額 4 558 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 △25 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 46 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,395 1,718 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △155 △288 

受取利息及び受取配当金 △570 △617 

支払利息 15 136 

投資有価証券評価損益（△は益） 2 － 

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 94 △178 

持分法による投資損益（△は益） △244 △420 

売上債権の増減額（△は増加） △1,703 △3,664 

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,059 △1,938 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,687 △595 

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,432 △2,949 

未払費用の増減額（△は減少） △4,639 △4,481 

その他の負債の増減額（△は減少） 931 4,077 

その他 △445 △1,064 

小計 17,396 23,946 

利息及び配当金の受取額 901 905 

利息の支払額 △15 △125 

法人税等の支払額 △11,899 △8,351 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,383 16,375 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △11,757 △11,571 

定期預金の払戻による収入 13,302 11,107 

譲渡性預金の預入による支出 △27,000 △16,000 

譲渡性預金の払戻による収入 38,000 14,000 

有価証券の償還による収入 － 300 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △14,392 △16,460 

有形及び無形固定資産の売却による収入 820 425 

投資有価証券の取得による支出 △270 △45 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △14,905 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 126 

子会社株式の売却による収入 37 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 121 42 

貸付けによる支出 △17 △43 

貸付金の回収による収入 40 42 

その他 △202 △92 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,318 △33,075 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 12 878 

長期借入れによる収入 － 11,900 

長期借入金の返済による支出 △61 △5,380 

非支配株主からの払込みによる収入 4 4,917 

自己株式の取得による支出 △10 △1 

自己株式取得目的の金銭の信託の設定による支出 △5,000 － 

自己株式取得目的の金銭の信託の払戻による収入 － 2,010 

配当金の支払額 △2,188 △6,363 

非支配株主への配当金の支払額 △60 △61 

その他 △1 181 

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,305 8,079 

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △10 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,234 △8,630 

現金及び現金同等物の期首残高 55,556 66,777 

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,322 58,147 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。これに伴う影響

は、２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示（会計

方針の変更）に記載のとおりであります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 300,053 69,354 25,536 1,051 10,120 406,117 － 406,117 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,102 5,898 19,675 － 11,444 38,119 △38,119 － 

計 301,155 75,252 45,211 1,051 21,565 444,237 △38,119 406,117 

セグメント利益 10,439 4,041 546 904 473 16,405 △603 15,802 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△603百万円には、セグメント間取引消去57百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△661百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 311,836 68,939 21,597 1,101 11,533 415,008 － 415,008 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,259 6,715 16,181 － 6,116 30,272 △30,272 － 

計 313,095 75,654 37,779 1,101 17,649 445,281 △30,272 415,008 

セグメント利益 14,632 3,931 609 944 694 20,812 △567 20,245 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△567百万円には、セグメント間取引消去254百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△822百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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